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要旨（和文 2000字程度） 
Thesis Summary （approx.2000 Japanese Characters ） 

「咀嚼が食事誘発性体熱産生に与える影響に関する研究」と題した本論文は，3 つの研究成果をまとめたものであり，以下に

示す 6章から構成される． 

【第 1章 序論（研究背景，本論文の目的と意義）】早食いが体重増加をもたらす要因に過食が挙げられるが，これまで，過食

の影響を除外して，摂食速度の影響のみを検討した研究は見当たらない．食事誘発性体熱産生（DIT）は，食物の消化，栄養素

の吸収および貯蔵に付随して生じる食後のエネルギー消費量であるので，咀嚼が食物の消化，栄養素の吸収，代謝に影響する

のであれば，DIT にも影響を及ぼすことが予想される．これまでに，摂食速度が DIT に与える影響について検討した研究は見

当たらない．本論文では，咀嚼が DIT に与える影響について検討するために，3 つの研究を行い，①生理学的観点から，摂食

速度と体型の関係をもたらす要因を過食以外の観点から検討すること，②応用的観点から，DIT を増大させるための食べ方に

ついて探索することを目的とする． 

【第 2章 先行研究の考証】摂食速度と体型との関係について，咀嚼が食物の消化，栄養素の吸収，代謝に及ぼす影響につい

て検討した先行研究をまとめる．先行研究の考証により，咀嚼が食物の消化，栄養素の吸収に影響することが明らかになった．

DIT は食物の消化，栄養素の吸収および貯蔵に付随して生じる食後のエネルギー消費量であるので，咀嚼が DIT にも影響を及

ぼすことが予想される． 

【第 3章 摂食速度が食事誘発性体熱産生に与える影響】一定量の食事を摂食した際の摂食速度が DITに与える影響について

検討した．座位安静後，被験者にブロック状の試験食をできるだけ速く食べる試行（早食い試行）と，食塊が無くなるまでよ

く噛んでから飲み込む試行（遅食い試行）の 2試行を行わせた．食後 90分まで安静を保たせた．食事中を除き，酸素摂取量を

連続測定し，DIT を算出した．食後 90 分まで DIT は早食い試行よりも遅食い試行の方が有意に高く，90 分間の累計の DIT は

早食い試行よりも遅食い試行の方が有意に高い値を示した．早食いは DITの増加を抑制し，遅食いは DITを増加させたことか

ら，過食の影響がなくても，早食いが体重増加に寄与する可能性が示唆された． 

【第 4章 食後のガム咀嚼が食事誘発性体熱産生に与える影響】第 3章の研究成果より，食後にガムを咀嚼し，咀嚼回数や味

覚刺激の時間を増大させると，遅食いの咀嚼の代替となって，DIT が増大する可能性が推察される．そこで，食後のガム咀嚼

が DITに与える影響を検討した．普通体重の健常成人男性に，621 kcalの試験食をできるだけ早く，または，遅く摂取させた．

それぞれの直後に，ガムを噛む試行では，ガム（3 kcal）を 15分間咀嚼させた．ガムを噛まない試行では，試験食に 3 kcal

の砂糖を加えた．食後 3時間まで酸素摂取量を測定し，食後 3時間の累計の DITを算出した．累計の DITは，ガム咀嚼によっ

て平均で 6～8 kcal有意に増大した．一方，遅食いの累計の DITは早食いよりも 15～17 kcal有意に大きく，ガム咀嚼に伴う

DIT の増大を上回った．以上のことから，食後のガム咀嚼は DIT を増大させることが明らかになった．ただし，ガム咀嚼に伴

う DITの増大は，早食いと遅食いの差を埋めるほどの大きさではなく，遅食いの代替にはならなかった． 

【第 5章 咀嚼および味覚の口腔刺激が食事誘発性体熱産生に与える影響】第 3章および第 4章の研究成果により，咀嚼回数

と味覚刺激の時間の両者またはいずれかが DIT の増減に寄与する可能性が推察される．DIT に影響を及ぼす要因については不

明である．そこで，咀嚼および味覚に伴う口腔刺激が DITに与える影響を検討した．普通体重の健常成人男性に，200 mL（200 

kcal）の飲料を一口 20mLに分け，3通りの飲み方で 5分間かけて摂取させた．すなわち，①対照試行：30秒毎に一気に嚥下す

る試行，②味覚試行：30秒間口に含んでから嚥下する試行（対照試行に味覚刺激が加わる），③咀嚼試行：1秒に 1回の頻度で

30秒間咀嚼してから嚥下する試行（対照試行に咀嚼と味覚の刺激が加わる）を行わせた．食後 90分まで酸素摂取量を測定し，

食後 90 分間の累計の DIT を算出した．味覚試行の累計の DIT は対照試行と比べて有意に増大し，咀嚼試行の累計の DIT はさ

らに増大した．以上のことから，咀嚼および味覚の両方の口腔刺激によって，DITが増大することが明らかになった． 

【第 6章 結論（総合討議，研究の限界，今後の展望）】摂食速度に伴う咀嚼や味覚の口腔刺激の増減が DITに影響を及ぼすこ

とを明らかにし，摂食速度と体型の関係をもたらす一因を示した．本研究の知見は，ゆっくりよく噛んで食べることが肥満を

予防するよい習慣であることの裏づけとなる． 

備考：論文要旨は、和文 2000字と英文 300語を 1部ずつ提出するか、もしくは英文 800語を 1部提出してください。 

Note : Thesis Summary should be submitted in either a copy of  2000 Japanese Characters and 300 Words (Engｌish) or 1copy of 800 Words 

(English). 

 

注意：論文要旨は、東工大リサーチリポジトリ（T2R2）にてインターネット公表されますので、公表可能な範囲の内容で作成してください。 

Attention: Thesis Summary will be published on Tokyo Tech Research Repository  Website (T2R2).  
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要旨（英文 300 語程度） 
Thesis Summary （approx.300 English Words ） 

Rapid eating leads to a gain in body mass via overeating. It is unclear whether rapid 

eating leads to a gain in body mass without the influence of overeating. This thesis focused 

on diet-induced thermogenesis (DIT) which is the increase in energy expenditure associated 

with the digestion, absorption, and storage of foods. If eating speed affects DIT, eating speed 

can be a factor explaining the relationship between eating speed and body composition and 

shape. Three studies were conducted to examine the effect of chewing on DIT, and to search 

for how to eat to increase DIT in this thesis. 

First, the effect of eating speed on DIT was examined. DIT was greater for slow 

eating than for rapid eating even when consuming the same test food. The finding suggested 

that rapid eating relates to a gain in body mass, at least, partly due to reducing DIT. 

Then, the effect of postprandial gum chewing on DIT was examined. The result 

revealed that postprandial gum chewing enhanced DIT, but the effect of gum chewing on DIT 

did not exceed that of slow eating during consuming a meal. 

Finally, the effects of chewing and taste stimulations to the oral cavity on DIT was 

examined. The result indicated that both chewing and taste stimulations to the oral cavity 

increased DIT. 

 These findings suggest that chewing and taste stimulations associated with eating 

speed affect DIT. Eating speed can be a factor explaining the relationship between eating 

speed and body composition and shape. These findings of this thesis supports the fact that 

slow eating is a good eating behavior for preventing obesity. 
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